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■ 1. 組織の概要 

項   目 内   容 

事業所名 有限会社 大栄商事 

代表者 代表取締役 岡本 良二 

法人設立年月日 平成 8年 3月 7日 

資本金 300万円 

本社及び駐車場 本社  〒294-0008  千葉県館山市広瀬392番地の2 

事業活動 
 一般廃棄物収集運搬業、一般廃棄物処分業、産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃

棄物収集運搬業、 フロン類充填回収業 

環境管理責任者 

氏名及び連絡先 

環境管理責任者 社長  岡本 良二   
連絡先   本社    電話：0470-29-7753 FAX：0470-29-7754 

携帯：090-1509-6987 
E-Mail：daiei@ak.wakwak.com  

 
■２. 事業の規模                         ＊（年度4月～3月）  

活動規模 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

売上高 百万円 125 134 136 148 

従業員 人 11 11 11 11 

床面積(本社 事務所) ｍ2 397 397 397 397 

敷地面積 ｍ2 1,004 1,004 1,004 1,004 

一般廃棄物収集運搬量 トン 2,237 2,048 2,041 2,063 

一般廃棄物処分量(缶圧縮) トン 0 0 0 2.4 

産業廃棄物収集運搬量 トン 261 365 353 184 

フロン回収量 kg 0.5 9.2 0.3 0.3 

     
■⒊ 登録範囲 

3.1 登録事業所- - - 本社 〒294-0008  千葉県館山市広瀬392番地の2 

 
3.2  事業内容- - - 一般廃棄物収集運搬業、一般廃棄物処理業、産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物 

収集運搬業、フロン類充填回収業 
 
3.3  環境活動レポート 
  ・活動期間： 2022年4月1日～2023年3月31日  
  ・作成日：  2023年5月16日   
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■⒋ 環境管理体制 (制定 2023年 7月 1日現在)   
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

                       
              
                                         

        (役員 3 名) 
 

 

 
                              

 
  

               
 
 

( 2 名) *役員兼務 1 名              ( 5 名)          (1 名)          (1 名) 
 
 
 

 

 
事務 

部門  

業務部門 
役員 合計 収集運搬

担当 
処分 

担当 
フロン 

担当 

社員 1  5 1 1 3(兼務 1) 10 
パート 1 0 0 0 ― 0 

代表取締役 岡本 良二 

環境管理責任者 
 岡本 良二 

環境会議 

事務部門 収集運搬担当 処分担当 フロン担当 

業 務 部 門 

 

 

役割・責任・権限 

 代表者（社長） 

 ・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
 ・EA21 の実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備 
 ・環境管理責任者を任命 
 ・環境活動レポートの承認 

 環境管理責任者 

 ・環境経営システムの構築、実施、管理 
 ・環境関連法規等の取りまとめ 
 ・環境目標・環境活動計画書を確認 
 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告 
 ・環境活動レポートの取りまとめ及び確認 

 事務部門  ・本社業務における事務的管理及び実績管理 
 ・電力、水、廃棄物量削減管理 

 業務部門 

 ・収集運搬業務に関する現場指揮及び実績管理 
 ・配車指示、収集運搬作業及び EA21 活動現場責任者 
 ・エコドライブ運転推進管理 
 ・一般廃棄物の再資源化実施 

 ・フロン回収の適正処理 

 全従業員  ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 
 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

環境会議 
 ・各担当からの活動状況、改善提案等の報告、及び審議 

 ・環境目標・活動計画の審議 

 



 

 4 / 14 
 

 

■ ⒌ 事業の許可 
5-1 ) 産業廃棄物収集運搬業の許可 
①千葉県 産業廃棄物収集運搬業許可証 

  ・許可番号：第01200070045号 
  ・許可の年月日：令和2年6月29日 
  ・許可の有効年月日：令和7年5月18日 
  ・事業の区分：収集・運搬(積替・保管を除く) 
    ・産業廃棄物の種類：燃え殻(水銀含有ばいじん等を含む)、汚泥(水銀含有ばいじん等を含む)、廃油、 

廃酸(水銀含有ばいじん等を含む)、廃アルカリ(水銀含有ばいじん等を含む)、 
廃プラスチック類(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含み、 
自動車等破砕物を除く)、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、金属くず(水銀使用 
製品産業廃棄物を含み、自動車等破砕物を除く)、ガラスくず・コンクリートくず及び 
陶磁器くず(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含み、自動車等破砕物を 
除く)、がれき類(石綿含有産業廃棄物を含む)、動物のふん尿、、ばいじん(水銀含有ばい 
じん等を含む)(これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く) 
 

  ②千葉県 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 
  ・許可番号：第01250070045号 
  ・許可の年月日：令和3年9月1日 
  ・許可の有効年月日：令和8年8月31日 
  ・事業の区分：収集・運搬(積替・保管を除く) 
    ・産業廃棄物の種類：廃油(揮発油類、灯油類及び軽油類に限り、特定有害産業廃棄物であるものを除く)、廃酸 

(水素イオン濃度指数2.0以下のものに限り、特定有害産業廃棄物であるものを除く)、廃 
アルカリ(水素イオン濃度指数12.5以上のものに限り、特定有害産業廃棄物であるもの 
を除く)、感染性産業廃棄物(特定有害産業廃棄物であるものを除く) 

 
③東京都 産業廃棄物収集運搬業許可証 

  ・許可番号：第13-00-070045号 
  ・許可の年月日：令和3年6月3日 
  ・許可の有効年月日：令和8年6月2日 
  ・事業の区分：収集・運搬(積替・保管を除く) 
    ・産業廃棄物の種類：燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く 

ず、動植物性残さ、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類、動物の 
ふん尿、ばいじん(石綿含有産業廃棄物を含む) 
 

④東京都 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 
  ・許可番号：第13-50-070045号 
  ・許可の年月日：令和5年3月16日 
  ・許可の有効年月日：令和10年3月15日 
  ・事業の区分：収集・運搬(積替・保管を除く) 
    ・産業廃棄物の種類：廃油(揮発油類、灯油類、軽油類、廃酸(pH2.0以下のもの)、廃アルカリ(pH12.5以上の 

もの)、感染性産業廃棄物 
 

5-2) 一般廃棄物収集運搬業の許可 
   ①南房総市 一般廃棄物収集運搬等許可証 
   ・許可番号：第27号-23 
   ・業の区分：収集・運搬 
   ・許可の年月日：令和2年4月1日 
   ・許可期限：令和6年3月31日 
   ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物(事業系一般廃棄物、一時多量家庭ごみ) 
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②館山市 一般廃棄物収集運搬等許可証 

      ・許可番号：館山市指令第822号 
      ・業の区分：収集運搬(積替え、保管を行わない) 
      ・営業区域：館山市全域 
      ・許可の年月日：令和4年3月31日 
      ・許可期限：令和6年3月31日 
      ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物 
 

③鋸南地区環境衛生組合 一般廃棄物収集運搬等許可証 
      ・許可番号：鋸南地区環境衛生組合指令(3)第4号 
      ・業の区分：収集運搬 
        ・営業区域：南房総市(富浦・富山・三芳地区)及び鋸南町 
      ・許可の年月日：令和3年7月1日 
      ・許可期限：令和5年6月30日 
      ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物(ごみ) 
 

④富津市 一般廃棄物収集運搬等許可証 
      ・許可番号：富津市許可(一)第17号 
      ・業の区分：収集運搬 
      ・営業区域：市内JR施設(限定) 
      ・許可の年月日：令和4年4月1日 
      ・許可期限：令和6年3月31日 
      ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物(ごみ) 
 

5-3) 一般廃棄物処分業の許可 
       ・許可番号：館山市指令第513号  
      ・業の区分：処分 
      ・営業区域：館山市全域 
      ・許可の年月日：令和4年12月21日 
      ・許可期限：令和6年3月31日 
      ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物(金属類、発泡スチロール、その他清掃センターに持ち込めない 
                一般廃棄物) 
          ・施設・車両の種類及びその能力：発泡スチロール処理機1台、縦型圧縮機1台、計3.12t／日 
 
5-3) 第一種フロン類所認定証 

① 千葉県 第一種フロン類充填回収業者登録 

      ・登録番号：12A001104 

      ・登録年月日：令和4年7月29日 

        ・有効期間満了年月日：令和9年7月28日 

② 千葉県 フロン類回収業者登録 

      ・登録番号：20122000165 

        ・登録年月日：令和4年7月15日 

      ・登録有効年月日：令和9年7月14日    

■ ⒍ 施設等 

6-1) 運搬車両等の種類と台数   

キャブオーバー(1.4t)1台 

3台 

塵芥車(2t) 6台 脱着装置付きコンテナー車 3台 

キャブオーバー(2.5t)1台  塵芥車(3t) 1台 冷蔵冷凍車 1台 

キャブオーバー(0.35t)1台 
ダンプ(2t)2台 

   軽1台 
3台 フォークリフト 1台 
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■ 7. 環 境 方 針 
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■ 8. 環境経営目標と環境経営計画 (2022年度)    2021年5月16日改定 
    2022年度環境経営目標は当初の2020年度～2022年度中期計画を下記のとおり2021年度実績から 

見直しして取り組むことにしました。 

 

※1  電力の二酸化炭素排出量は 0.474kg-CO2/kWh(東京電力平成29年度調整後排出係数)を用いています。 

※1  化学物質は適正使用に努めます 

[環境経営目標見直しのポイント] 

① 収集運搬量(産廃、一般廃)はコロナ禍からの景気回復が期待出来ないので 2021年度実績維持とする。 

②電気使用量は 2021年度実績を維持する。 

③収集運搬車両の軽油使用量は 2021年度原単位実績を毎年 0.01削減する。 

④営業車のガソリン使用量及び水道水使用量は 2021年度実績を維持する。 

⑤自社排出廃棄物 OA紙は 2021実績から毎年 1%削減する。一般廃棄物は 2021年度実績維持とする。 

⑥グリーン購入は事務用品の購入時に実施する。 

⑦製品・サービスへの環境配慮は収集運搬時のクレーム・苦情ゼロ件とする。 
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9-2 主要な環境経営計画の内容(2020年度～2022年度) 
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■⒑ 環境活動の取組結果(2022年度) 

   (1)環境経営目標への取組結果            （活動期間 2022年4月～2023年3月） 

項 目 単位 
2022年度目

標値 

2022年度

実績値 
達成(％) 活動評価 

電気使用量削減       ｋWh 3,467 3,248 107 ◎ 

軽油使用量削減 ℓ 32,941 34,723 95 〇 

軽油原単位 ℓ/t 13.76 15.45 89 × 

ガソリン使用量削減 ℓ 3.355 3,612 93 × 

CO2排出量削減   ｋg-CO2 95,734 99,467 96 〇 

水使用量削減   ｍ3 83 114 73 × 

自社廃棄物の削減 

OA 枚 3,000 3,500 86 ✕ 

一般廃棄物

t 
0.24 0.25 98 〇 

一般廃棄物収集運搬量 ｔ 2,041 2,063 101 ◎ 

一般廃棄物処分量(缶圧縮) t ― 2.4 ― ― 

産業廃棄物収集運搬量  

(特管含む) 
ｔ 353 184 52 × 

グリーン購入 ― 

事務用品

購入時に

実施 

月次  

実施 
100   ◎ 

環境配慮 ― ０件 ０件  100  ◎ 

電力の二酸化炭素排出量は 0.462kg-CO2/kWh(東京電力平成29年度調整後排出係数)を用いています。 

                            評価 ◎;目標達成100%以上、○;95%～100%、△;90～95%、×;目標達成90%未満 

2022年度環境経営目標への取組結果 

 ➀電気使用量の目標値は2021年度実績の1%減とし、節電対策として事務所エアコンの適正運転に努めた。 

具体的には事務所不在時の電源OFFを徹底した。 

➁軽油使用量の目標値は2021年度原単位実績の0.01削減と収集運搬量の1%増加を計画して定めた。 

その結果、産廃と一般廃棄物がコロナ禍で事業者からの排出量が減少した為に収集運搬車両の稼働が減少し、 

軽油使用量は目標達成となった。しかし、軽油原単位目標に対しては目標未達成となった。 

➂ガソリン使用量は産廃収集で軽トラックの稼働が増し目標未達成となった。 

➃二酸化炭素排出量は目標比96%であった。前年比では105%と増加した。軽油使用量増加が影響した。  

 ⑤水使用量は目標比73%で未達成でした。車両の洗車で使用量が増しました。 

 ⑥自社廃棄物の削減で、ＯＡ紙の削減については社内用は裏紙の再利用に努めたが、外部提出書類の増加で 

  目標は未達成となった。事務所の一般廃棄物はゴミの分別と発生の抑制に努めた結果、目標達成となった。 

 ⑦一般廃棄物の収集運搬量は前述のとおり、コロナ禍で事業者からの廃棄物が減少してしまった。      

産廃は管理型産廃や混廃等の収集運搬依頼が多く目標達成となった。 

 ⑧一般廃棄物処分量は12月に新たに館山市処分業許可に伴い缶の圧縮処理を行い2,4tの実績があった。 
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 (2)環境経営計画への取組結果  
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 (3)その他の環境活動 

    (3-1)緊急時対応訓練 

     2023年3月14日にパッカー車での巻き込まれ事故発生緊急時対応訓練を実施しました。 

 

   ➀パッカー車での挟まれ事故発生      ② 緊急停止処置 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  負傷者救出                ④119要請 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 被災者を救急車へ                  ⑥社長へ事故報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

        訓練参加者 
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■⒒ 次年度の取組 

  2023年度の環境経営目標は2022年度活動の実績から2023年度～2025年度当初中期環境経営目標標を次表の 

様に制定しました。目標達成に向けて全員で取組みます。 

また、環境経営計画は8ページ記載の中期計画に基づき活動を推進します。 

 

 

※電力の二酸化炭素排出量は 0.455kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー(株)の平成30年度調整後排出係数の 

メニューC残渣を用いています。2022年度は0.462kg-CO2/kWhを使用。 

 

 

単位 2022年度実績
2023年度
目標値

2024年度
目標値

2025年度
目標値

一般廃 2,063 2,084 2,104 2,126

産廃 184 186 188 190

3,248 3,248 3,248

15.44 15.43 15.42

3,648 3,685 3,721

原単位
kg-CO2/t
(収集量)

44.27 44.22 44.18 44.15

114 114 114

本社(OA紙) 使用量 枚 3,500 3,500 3,500 3,500

本社(一般物) 排出量 t/年 0.25 0.25 0.25 0.25

品目 ― 実施

件数 ― ゼロ

自社から排出
する一般廃棄

物

グリーン購入(事務用品購入) 実績管理表での月次定性評価

製品・サービスへの環境配慮
(地域からの苦情ゼロ)

ゼロ件の維持

収集運搬量 全社

前年比＋1%

101,276 102,214

35,368 35,699

ガソリン 使用量 L/年 3,612
前年比＋1%

前年比－0.01

使用量 L/年 34,723

水道水量 本社 使用量 ㎥/年 114
2022実績維持

排出量 kg-CO2/年 99,467 100,346

項目

トン/年

※1　温室効果ガス排出量

35,041

電気使用量 本社 使用量 kWh/年 3,248
2022実績維持

燃
料
使
用
量

軽油

原単位 L/トン 15.45



 

 13 / 14 
 

 
[中期計画の基本的な考え方] 

① 収集運搬量(産廃、一般廃)は2022年度実績を毎年1％増加する。 

② 電気使用量は2022年度実績を維持する。 

③ 収集運搬車両の軽油使用量は2022年度原単位実績を毎年0.01削減する。 

④ 営業車のガソリン使用量及び水道水使用量は2022年度実績を維持する。 

➄ 自社排出廃棄物(OA紙、一般廃)は2022年度実績を維持する。 

➅ グリーン購入は事務用品を中心に実施し実績報告書で月次定性評価する。 

➆ 製品・サービスへの環境配慮は収集運搬時のクレーム・苦情ゼロ件とする。 

⑧ 一般廃棄物処分量については実績把握とする。 

■⒓ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

当社が遵守しなければならない、主な環境関連法規等は次の通りです。 

〇廃棄物処理法、〇自動車NOx・PM法、〇消防法、○浄化槽法、〇道路交通法、○道路運送車両法、 

○貨物自動車運送事業法、○フロン排出抑制法、〇労働安全衛生法、〇オフロード法 

 

2022年4月18日に、順法性評価した結果、違反はありませんでした。 

関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去３年間ありませんでした。 

 

■⒔ 代表者による全体の評価と見直し指示  

(1)見直し結果のまとめ 

報告項目 管理責任者からの報告内容 評価 見直し指示 

環境経営システム 現行のEA21経営システムで運用上特に大きな問題は無い。 ○ 現状維持 

環境目標及びパフォ

ーマンス 
電気使用量は節電の徹底で目標達成。軽油使用量はコロナ禍による

廃棄物収集量の減少で目標比 95%を達成した。ガソリンは軽トラの

効率増加で未達成となった。以上よりＣＯ2削減目標は96%の達成で

あった。節水は洗車で未達成。グリーン購入、環境配慮については

目標を達成した。自社廃棄物でOA紙の枚数は外部提出資料の増加で

未達成であった。収集運搬量では一般廃棄物と目標達成したが、産

廃収集運搬量はコロナ禍による経済停滞で目標未達成となった。 

一般廃棄物処分については12月に館山市の許可を取得した。 

缶の圧縮で2.4t再資源化(売却)実績があった。 

△ 

次年度の環境経

営目標値は2022

年度実績から新

規3ヵ年計画を

策定し取り組

む。 

環境関連法規制 2023年 4月 18日に登録表を基に遵法性評価を行ったが問題は無か

った。 
○ 

法令遵守を 継

続する。 

外部から苦情・要望 外部からの環境に関わる苦情・要望等は無かった。 

○ 

外部からの意見

等は必ず社長へ

報告する事。 

緊急事態の発生と訓

練 

2023年3月14日にパッカー車に巻き込まれる事故を想定した緊急時 

対応訓練を実施した。該当する手順書の改訂は必要無かった。 
○ 

年一度訓練を 

継続する。 

是正及び予防処置の

状況 

2022年度は月次目標の6ヶ月連続未達成で社内規程により是正処置

は次の3件がありました。1)収集運搬車両の軽油原単位、2)ガソリン

使用量、3)産廃収集量。何れもコロナ禍による経済停滞で排出され

る廃棄物が減少した為と思われる。次年度は目標値を見直す。 

○ 

次年度からの新

規中期環境経営

目標値からの推

移を注視する。 
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前回の見直し指示に

対するﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 
全社員が目標達成に向けて活動を進めること。 〇 

今後も継続す

る。 

 

社長からのコメント 

 

 

2022 年度はコロナの影響で事業者からの廃棄物が減少した。2023 年度につ

いてもまだ景気回復の兆しが表れていない。廃棄物の処理で困っている方に

手を差し伸べるのが当社の基本である。決して手抜きの無いに対応するこ

と。 

 

評価; ○;活動が十分であった。△;活動に改善の余地があった。×;活動が行われなった。－;該当なし。 

(2)見直しの結果 

 
変更の必要

性の有無 

①環境方針 変更の必要なし。 

②環境目標 2023年度は新規制定の中期環境経営目標に基づき取り組む。 

③環境活動計画 2023年度は先の中期環境経営計画を継続して活動する。 

④環境経営システム 組織体制を含めて変更の必要なし。 

  


